
 

平成 24 年度 国立大雪青少年交流の家教育事業  

 

 
 

 

 

 

 

 
 登山指導に関する基本的な知識・技能を学ぶとともに、登山の魅力を実感
し、安全な登山活動を実施できる指導者としての技術向上を図る。 

 

 

 

 

平成２４年８月７日（火）～８月８日（水） ＜1 泊 2 日＞ 

 

 
国立大雪青少年交流の家 

十勝岳 
 

 

 

 
学校教職員、社会教育関係者、集団登山・ハイキングの指導を考えている方

 

 

 １９名（参加者内訳：大学生２人、社会人２人、教育関係者１５人）：２０名 

 

 
戸 髙 雅 史  氏（野外学校 Feel Our Soul 主宰） 

内 藤 美佐雄  氏（美瑛山岳会） 

土 井 俊 介  氏（美瑛山岳会） 

佐 藤  香   氏（国立大雪青少年交流の家 企画指導専門職） 
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①講演 

「登山の魅力」 

野外学校 FeelOurSoul 主宰の戸髙雅史氏

を講師に招き、自身の K2 峰への単独登頂の

体験や、日頃の活動をまとめたスライドを利

用し登山の魅力や、自然との向き合い方につ

いてお話ししていただいた。 

②講義・演習１ 

「指導者のリスクマネジメント」 

美瑛町山岳会の内藤美佐雄氏を講師に招

き、十勝岳周辺での事故例をもとに登山のリ

スクについての認識を深めるとともに、山岳

会での日頃の環境整備活動などを紹介して

いただいた。 

③講義・演習２ 

「学校登山における事前指導について」 

交流の家が作成した「登山の手引き」をテ

キストにし、登山に必要な物品や隊列・無線

で交信すべき内容や天候の確認、児童・生徒

に対しどのような事前指導が必要か等につ

いて学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学校などの集団登山に焦点を当て、山の魅力を加味した上で、登山に関する基礎知識

を講義・演習で学び、実習へとつなげていく系統的なプログラム構成とした。 

② 登山を企画する上で必要となる、事前準備から終了までのリスクマネジメントについ

てすぐに役立つ情報提供を重点に取り入れた。 

③ 交流の家で作成した「登山の手引き」をテキストに普及啓発を推進した。 

④グループワーク 

「安全な登山指導を考える」 

グループワークを行い、学校登山で考えら

れるリスクについて安全管理の観点から対

策を考え発表をとおして情報を共有した。 

 休憩ポイントでは、戸髙講師から、疲れにくい歩き方の指導や、ケガ人を安全に運ぶため

のノウハウと道具の使い方の工夫について紹介していただいた。 

コース：交流の家→ウグイス谷コース→望岳台→十勝岳避難小屋とその周辺→望岳台 

⑤実習  

① 事業のねらいをプログラムに忠実に反映させ構成を工夫したことにより、指導者とし

ての資質と能力を向上させることができた。 

② 教職員の受講者に占める割合が少ないことから、より多くの登山指導者育成に向けた

広報のあり方について検討していく必要がある。 

 

 

① 広報の方法に関する課題について、登山という体験から多くの学びの可能性があるこ

とに重点をおき、学校へアクションを展開していく。 

② 美瑛山岳会とさらなる連携強化を図り、指導者の育成に努める。 
 


